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【別添】 

 

令和３年度東京都高齢者権利擁護推進事業 

「施設内リーダー職員研修(看護実務者研修)」募集要項 

 

１ 研修目的 

本研修は、介護施設等において、高齢者が尊厳を保持し、その有する能力に応じ自立した日常

生活を営むことができるよう支援し、権利擁護に必要な援助等を行うために介護施設等の看護

職に求められる実践的な知識・技術等の習得を目的とし実施します（講義及びグループワーク

等）。また、地域包括ケアにおける高齢者の権利擁護のために必要な援助等を実践できる視点も

加味して行います。 

 

２ 研修実施機関 

公益財団法人東京都福祉保健財団 人材養成部福祉人材養成室（高齢者権利擁護支援センター） 

※東京都福祉保健局高齢社会対策部より委託を受けて実施します。 

 

３ 対象者 

介護老人福祉施設（地域密着型介護老人福祉施設入所者生活介護含む）または介護老人保健施設

の現場において、実際に保健医療サービス及び福祉サービスを提供している看護職員。 

※看護師及び准看護師以外の方は、受講できませんので御注意ください。 

※平成２０年度から令和２年度において本研修を受講され、「修了証書」が交付されている方

は、お申込みできません。現在の所属施設とは異なる施設の所属時に受講し、修了証書が交付

されている方は、対象になりません。 

※インターネットを活用したオンライン研修となるため、オンライン講義の視聴環境は、推薦す

る事業者が責任をもって確保の上お申し込みください。なお「オンライン研修受講で推奨する

システム要件」については、「別紙２」を御参照ください。 

   

４ 研修日程及び募集定員等 

  ３日間の日程で２コース実施します。 

  各コース、１日目及び３日目の研修時間は１０時００分から１６時３０分（予定）です。 

研修日程 定員 開催方法 

Ａ
コ
ー
ス 

１日目 令和３年１１月１１日（木曜日） 

60 名 

Zoom によるオンライン（ライブ配信） 

２日目 １日目受講後～３日目受講まで＊ 講義動画配信 

３日目 令和３年１２月８日（水曜日） Zoom によるオンライン（ライブ配信） 

Ｂ
コ
ー
ス 

１日目 令和３年１１月２４日（水曜日） 

60 名 

Zoom によるオンライン（ライブ配信） 

２日目 １日目受講後～３日目受講まで＊ 講義動画配信 

３日目 令和３年１２月１７日（金曜日） Zoom によるオンライン（ライブ配信） 

＊講義動画の配信期間の詳細は、受講決定通知で案内予定 
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５ 受講料 

 無料 

 

６ 申込人数 

原則、１施設１名でお願いします。 

（複数名お申込みの際は、定員超過時に人数調整をさせていただく場合があります。予め御了承

の上、お申込みください） 

 

７ 「事前課題」及び「リフレクションシート」について 

①「事前課題」について 

下記「８ カリキュラム」を実施する上で、研修の実施前に課題を提出していただきます。 

「自施設での権利擁護、高齢者虐待の防止への取組み」に関する内容を予定しております。課題の詳

細は、受講決定通知にて御案内いたします。 

②「リフレクションシート」について 

 ２日目のカリキュラムは、講義動画配信（YouTube 限定公開）により実施します。聴講後、科目で

学んだことや気づき等について御記入いただき、３日目受講前の提出期日までに御提出いただきま

す。２日目の受講確認は、このリフレクションシートの提出により行います。 

 

８ カリキュラム（予定） 各項目は、若干の変更となる場合があります。 
 

【1 日目】Zoom によるオンライン（ライブ配信） 

Ａコース：１１月１１日（木曜日） Ｂコース：１１月２４日（水曜日） １０時～１６時３０分 

時間 形態 科 目 内  容 等 講 師（敬称略） 

90 分 
講義 

【科目１】 

高齢者の権利擁護

（高齢者虐待、成年

後見制度活用 等） 

・高齢者の権利擁護の概論 

・高齢者を取り巻く社会環境と高齢者虐

待の実態 

・高齢者虐待の具体例 

・身体拘束の廃止に向けた取組み 

・意思決定支援 等 

（公財）東京都福祉保健財団 

高齢者権利擁護支援センター 

60 分 演習 

【科目２】 

施設内での高齢者虐

待防止、権利擁護の

取組み 

・「事前課題」の内容をグループ内で共有 

・受講者同士の質問をとおした気づき 

・「困っていること」等に対して、権利擁

護の視点をもってどのように向きあう

か、取組むかを考えることをとおして、

施設看護職に求められている役割を再

認識する 

〈看護指導者養成研修修了者〉 

120 分 講義 

【科目３】 

「生活の場」で提供

される看護の特徴と

急変時における権利

擁護のあり方 

・「生活の場」としての施設での看護職の

位置づけ 

・医師のいない場での看護職の役割 

・急変時の対応の基本 

・看取り看護の基本 

・医療行為の基本 

・権利擁護としての看護職の役割 等 

〈看護指導者養成研修修了者〉 
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【２日目】講義動画配信（YouTube 限定公開による聴講） 

各コース１日目終了後から３日目受講までの期間に各自聴講し、「リフレクションシート」を記入します。 

（期日までに提出。詳細は募集要項「７ 「事前課題」及び「リフレクションシート」について」を参照） 
 

時間 形態 科 目 内  容 等 講 師（敬称略） 

75 分 講義 【科目４】 

介護保険制度と看護

職員の役割 

・介護保険制度と地域包括ケアシステム

の基本的な理解 

・施設における看護職の位置づけ 等 

厚生労働省老健局高齢者支援課 

主査 田中 志保 

各 90 分 

講義 【科目５】 

高齢者の心身の理

解、認知症高齢者の

理解と看護 

・高齢者の心身の特徴とフィジカルアセ
スメント（気づきと観察） 

・認知症の医学的・心理的理解 

・認知症の人の生活のアセスメントと認
知症ケア 

・認知症の人の家族の理解と支援 等 

医療法人社団 慶成会 

青梅慶友病院 

看護部長代行 桑田 美代子 

講義 

 

【科目６】 

リスクマネジメント

と権利擁護 

・権利擁護の観点からみた介護事故防止
の考え方 

・事故につながる不適切なケアと防止 

・事故防止のための体制整備 

・介護事故発生時の対応 等 

株式会社 

フォーサイツコンサルティング 

代表取締役社長 浅野 睦 

講義 

 

【科目７】 

生活の場での看取り

①～グリーフケア・

セルフケア～ 

・看取り期における家族支援 

・グリーフケア、セルフケアに関する基本
的知識の習得 

・デスカンファレンス 等 

がん研有明病院 腫瘍精神科 

公認心理師/臨床心理士 

厚坊 浩史 

 

【３日目】Zoom によるオンライン（ライブ配信） 

Ａコース：１２月８日（水曜日） Ｂコース：１２月１７日（金曜日） １０時～１６時３０分 

時間割 形態 科 目 内  容 等 講 師（敬称略） 

100 分 講義 

及び 

情 報

交換 

【科目８】 

権利擁護の視点から

考える感染症対策

（体制整備、発生時

の対応の基本） 

・感染症対策として必要な体制整備、発生
時の対応等の基本  

・「生活の場」での感染症対策に関する事例
をとおした、感染症対策における権利擁
護実践への理解 等 

〈看護指導者養成研修修了者〉 

90 分 講義 【科目９】 

生活の場での看取り

②～本人中心のチー

ムケア推進に向けて

～ 

・本人意思の確認の在り方（ACP,意思決定
支援等） 

・看取り期における家族支援、多職種協働
による看取りケア 

・生体の死への変化 

・環境を整えていく視点 等 

〈看護指導者養成研修修了者〉 

100 分 演習 【科目１０】 

権利擁護に必要なケ

ア、体制づくり 

・３日間の総合演習 

・自施設における高齢者虐待防止に向け、
看護職として主体的に関わるために必要
なことは何かを探る 

・「事前課題」で課題把握された内容を、実
務につなげるための整理と準備 等  

（公財）東京都福祉保健財団 

高齢者権利擁護支援センター 
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９  受講申込み方法 

（１）別紙１「受講申込書」に必要事項を御記入の上、メール（ks-ns-moushikomi＠fukushizaidan.jp） 

にてお申し込みください。 

「受講申込書」は、当財団ホームページ（https://www.fukushizaidan.jp/105kenriyougo/）か

らもダウンロードできます。 

    （２）お申込みメールの件名は「看護実務者研修申込」としてください。 

（３）「受講申込書」記載上の留意事項 

① 同一内容で２コース（Aコース・Bコース）実施いたします。 

② 各コース定員を超えると人数を調整する場合がありますので、コースを選択される際に、それ

ぞれのコースの希望優先順位(第１希望及び第２希望等)を御記入ください。 

なお、受講決定の際に、希望順位どおりに決定できない場合がございますが、御了承ください。 

③ 「生年月日」につきましては、「修了証書」発行の際に必要となります。毎年、生年月日の記

載間違いが発生しておりますので、必ず申込希望者に確認の上、御記入をお願いいたします。 

④ 受講決定後、受講申込書に記載のメールアドレスへ Zoom の招待メール等を送付予定です。 

 

１０ 申込締切 

   令和３年９月１４日（火曜日）＜必着＞ 

 

１１ 修了証書について 

受講修了者には、「修了証書」(東京都知事)を交付します。 

但し、「事前課題」及び「リフレクションシート」に提出かつ Zoom によるオンライン研修の出席時

間 4/5 以上が交付要件となります。 

 

１２ 個人情報の取扱いについて 

受講者推薦及び申込書に記載された個人情報については、当財団個人情報の保護に関する要綱

に基づき適正管理を行い、当該研修業務管理以外の目的で利用することはありません。 
 

１３ 受講者の決定について（受講申込み結果について） 

１０月中旬(予定)に「受講申込みの結果」について通知いたします。受講決定者につきまして

は、「受講票」及び「受講の御案内」等を送付します。 

なお、申込者数が定員を上回った場合は、受講できない可能性があります。予め御了承ください。 
 

１４ その他 

 （１）その他、詳細につきましては、受講決定時に送付する書類を御確認ください。 

（２）受講者の方の受講環境やインターネット環境、機器（パソコン等）の不具合等による研修受講へ

の影響につきましては、当財団では責任を負いかねますので、予め御了承ください。 

（３）研修前に、接続状況等を確認するための「テスト会議室」を開設予定です。詳細は、受講決定時

にお知らせいたします。 

 

≪お問い合わせ先≫ 
公益財団法人東京都福祉保健財団 人材養成部福祉人材養成室 高齢者権利擁護支援センター（研修担当） 
電話番号：０３－３３４４－８６２８ ＦＡＸ番号：０３－３３４４－８５９３ 
研修申込専用メールアドレス：ks-ns-moushikomi＠fukushizaidan.jp    



別紙２ 

オンライン研修受講で推奨するシステム要件 

 

オンライン研修は、「Zoom」を使用して実施します。具体的な受講手順については、講義

開催前にオンライン視聴ガイドをお送りしますので、そちらをご覧ください。 

オンライン講義の視聴環境は、推薦する事業者が責任をもって確保の上、お申込みくださ

い。当財団の責による事由以外で視聴できない場合は、いかなる理由でも修了は認められま

せんので、ご了承ください。 

 

《オンライン講義受講で推奨するシステム要件》 

１ システム要件 

【必須環境】 

• インターネット接続：有線または無線ブロードバンド（3G または 4G/LTE） 

• スピーカーとマイク－内蔵、USB プラグイン、またはワイヤレス Bluetooth 

• ウェブカメラまたは HD ウェブカメラ－内蔵または USB プラグイン 

  受講状況を画面で確認いたします。また、演習はグループワークディスカッション

を行う予定ですので、受講の際には講義・演習ともカメラ・マイクをご用意ください。 

 

２ サポートされるオペレーティングシステム（OS）等 

MacOS 10.7 以降を搭載の Mac OS X 

Windows 8（8.1）またはそれ以降 

Ubuntu 12.04 またはそれ以降 

Mint 17.1 またはそれ以降 

Red Hat Enterprise Linux 6.4 またはそれ以降       他 

  受講の際には、受講者ごとにパソコンをご用意ください。タブレット・スマートフ

ォンは処理能力が劣り研修の進行に支障が出ますので、お避け下さい。パソコン以外

のデバイス（端末）で受講される場合は不具合のお問合せは対応できません。 

 

３ サポートされるブラウザ 

• Windows： Firefox、 Chrome、 

• Mac：Safari5+、 Firefox、 Chrome 

• Linux：Firefox、Chrome 

【補足】 

  研修中は、Google chrome を使用した操作方法で説明いたします。操作に不安が

ある方は、事前に Google chrome をダウンロード（無料）してご準備ください。 

  Windows Edge を経由した視聴の場合、画像・音声の一部が制限される場合があ

りますので推奨しません。 

 

  



４ プロセッサおよび RAM の要件 

最低 推奨 

プロセッサ 
シングルコア

1Ghz 以上
デュアルコア 2Ghz 以上（i3/i5/i7 または AMD 相当） 

ＲＡＭ 該当なし 8Gb 以上 

注意：Linux は、OpenGL 2.0 以上をサポートできるプロセッサまたはグラフィック

スカード必要とします。

 

 

５ 帯域幅・通信量の目安 

オンライン研修で使用する帯域幅は、視聴者のネットワークが 3G、Wi-Fi、または有線

環境に応じて自動的に調整されますが、通信環境により音声・画像の質が影響します。 

できる限り有線 LAN を準備してください。 

受講に推奨される帯域幅： 

• 講義： 50-150kbps （下り）

• 演習： 20Mbps/20Mbps（上り/下り）

 

 

 

6 受講確認方法について 

 当日の受講確認は参加者名で確認しますので、受講の際に表示する参加者名は、受講番

号及び氏名に設定して視聴してください。複数の受講者が同一日程で受講する場合、必

ず 1 人 1端末ご用意ください。受講者ごとのログインがないと受講確認ができません。受

講番号は、受講決定通知でお知らせします。 

【参考】CPU と RAM の確認方法 

Windows の場合 ：スタートボタン（Windows マーク） > 設定 > システム 

> バージョン情報 で確認できます。 

Mac の場合 ：アップルマーク > この Mac について > 概要 で確認できます。 

【参考】通信速度の確認方法 

研修を開催する時間帯に合わせて、通信環境の計測サイトで実計測してみてください。 

（参考サイト）「インターネット回線の速度テスト Fast.com」 https://fast.com/ja/ 


